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龍
拈
寺
墓
地
に
お
け
る
近
世
墓
石
の
調
査
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は
じ
め
に

　

墓
石
が
日
本
の
社
会
に
幅
広
く
浸
透
し
、
各
地
で
膨
大
な
数
が
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
十
七
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、

直
系
家
族
で
世
代
交
代
が
進
み
「
家
名
」「
家
産
」「
家
業
」
を
受
け
継
い
で
い
く
家

制
度
が
成
立
し
た
こ
と
、
儒
教
に
基
づ
く
先
祖
祭
祀
が
浸
透
し
た
こ
と
、
幕
府
が
寺

請
制
度
を
設
け
た
こ
と
で
全
て
の
人
々
が
い
ず
れ
か
の
寺
院
の
檀
家
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
世
の
「
家
」
と
墓
石
は
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
少
子
高
齢
化
や
家
族
観
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
墓
石
の
数
は
減

少
に
向
か
っ
て
い
る
。
管
理
者
が
お
ら
ず
無
縁
と
な
っ
た
墓
石
は
処
分
さ
れ
、
納
骨

堂
へ
の
納
骨
や
散
骨
・
樹
木
葬
と
い
っ
た
墓
石
を
必
要
と
し
な
い
葬
送
方
法
も
選
択

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
墓
石
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
の
石
造
物
に
歴
史
資
料
と
し
て
の
価

値
を
見
出
し
、
調
査
・
研
究
対
象
と
す
る
流
れ
は
近
年
特
に
強
ま
っ
て
い
る
。
各
地

に
残
る
大
名
墓
所
に
は
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
所
も
多
く
、
調
査
・
研
究
が
進
ん

で
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
武
士
や
庶
民
の
墓
石
に
つ
い
て
も
多
く
の
成
果
が
報
告
さ

れ
、
近
世
社
会
を
読
み
解
く
方
法
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
（
１
）

　

豊
橋
市
に
お
い
て
は
、
郷
土
史
家
の
豊
田
珍
比
古
が
戦
前
に
東
三
河
の
著
名
人
を

中
心
に
一
四
二
基
の
墓
石
の
拓
本
を
採
取
し
て
い
る
。
（
２
）

こ
の
中
に
は
す
で
に
現
存
し

て
い
な
い
墓
石
も
含
ま
れ
て
お
り
、
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
に
は

豊
橋
市
史
編
纂
の
過
程
で
金
石
文
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
一
部
の
墓
石
が
『
豊
橋
市

史　

別
巻
』
に
収
録
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
市
内
に
残
る
近
世
墓
石
の
ま
と

ま
っ
た
調
査
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
豊
橋
市
内
に
現
存
す
る
近
世
墓
石
群
の
事
例
と
し
て
、
龍
拈
寺
墓
地

に
残
る
近
世
墓
石
を
悉
皆
調
査
し
た
成
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　
　

墓
地
の
概
要
と
調
査
内
容

　

豊
橋
市
新
吉
町
に
あ
る
吉
田
山
龍
拈
寺
は
、
十
六
世
紀
前
半
に
創
建
さ
れ
た
曹
洞

宗
の
寺
院
で
、
江
戸
時
代
に
は
末
寺
三
六
・
塔
頭
四
を
擁
し
、
朱
印
高
二
五
石
を
有

し
た
。
悟
真
寺
・
神
宮
寺
と
と
も
に
吉
田
三
ヶ
寺
に
数
え
ら
れ
、
吉
田
城
下
町
を
代

表
す
る
寺
院
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
檀
家
に
は
吉
田
藩
士
が
多
く
、
家
老
を
は
じ

め
と
す
る
重
臣
も
当
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
調
査
す
る
の
は
、
龍
拈
寺
本
堂
の
西
側
に
隣
接
す
る
墓
地
で
あ
る
。
近
世
墓

石
は
、
南
端
の
塀
沿
い
か
ら
ク
ス
ノ
キ
（
と
よ
は
し
の
巨
木
・
名
木
一
〇
〇
選
）
の

横
ま
で
の
区
間
に
ま
ば
ら
に
存
在
し
て
い
る
。
龍
拈
寺
の
墓
地
は
、
市
街
地
に
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
近
代
以
降
幾
度
も
変
化
し
て
お
り
、
近
世
当
時
の
景
観
は
残
し
て
い

な
い
。
明
治
三
十
年
代
以
降
、
近
世
墓
石
を
整
理
処
分
し
て
改
葬
し
、
新
規
に
家
族

墓
を
建
立
し
た
旧
吉
田
藩
士
の
家
も
十
家
ほ
ど
確
認
で
き
る
。

　

昭
和
二
〇
年
六
月
の
豊
橋
空
襲
に
よ
り
、
龍
拈
寺
は
山
門
を
除
く
伽
藍
を
焼
失
し

た
。
墓
地
も
被
災
し
て
墓
石
が
倒
壊
・
散
乱
し
た
た
め
、
現
在
で
も
欠
損
や
亀
裂
が

あ
る
墓
石
、
高
熱
の
影
響
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
墓
石
が
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

戦
後
は
戦
災
復
興
事
業
に
よ
る
区
画
整
理
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
墓
地
の
区
域
が
変

化
し
た
。
そ
の
際
、
龍
拈
寺
を
含
む
豊
橋
市
街
の
寺
院
に
あ
っ
た
墓
石
約
七
〇
〇
基

が
向
山
霊
苑
へ
移
転
し
て
い
る
。
（
３
）

　

龍
拈
寺
の
先
代
住
職
夫
人
に
よ
れ
ば
、
空
襲
で
倒
壊
し
た
墓
石
を
整
理
す
る
た
め

に
十
年
間
張
り
紙
を
出
し
、
申
し
出
が
あ
っ
た
墓
石
か
ら
直
し
た
た
め
、
も
と
は
墓

地
の
奥
に
あ
っ
た
旧
吉
田
藩
家
老
家
の
墓
石
が
入
り
口
付
近
に
移
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
も
起
き
た
と
い
う
。
本
来
、
墓
石
は
家
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
の
非
常
事
態
に
お
け
る
無
秩
序
な
移
動
に
よ
り
、
一
つ
の
家
の
墓

石
が
墓
地
内
に
点
在
す
る
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
た
。
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
被
葬
者
の
特
定
も
、
今
回
の
墓
石
調
査
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

　

調
査
対
象
と
し
た
墓
石
は
一
四
八
基
で
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
中
心
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だ
が
、
幕
末
期
に
活
動
し
た
人
物
の
墓
石
を
中
心
に
、
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も

の
も
一
部
含
ん
で
い
る
。
調
査
開
始
当
初
に
墓
石
に
調
査
番
号
を
１
か
ら
152
ま
で
付

し
た
が
、
灯
籠
を
含
む
四
基
は
近
世
墓
石
で
は
な
い
と
判
断
し
て
調
査
対
象
か
ら
外

し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
過
去
に
調
査
実
績
が
あ
る
一
部
の
墓
石
な
ど
を
除
い
て
拓
本

の
採
取
を
基
本
と
し
た
。
調
査
は
筆
者
と
松
下
佐
知
子
（
豊
橋
市
美
術
博
物
館
）
の

両
名
で
令
和
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
散
発
的
に
十
四
日
間
実
施
し
、
安
田
六
左
衛

門
研
究
会
の
協
力
も
得
た
。
時
期
は
他
の
業
務
と
の
兼
ね
合
い
で
七
月
や
十
二
月
と

な
り
、
屋
外
で
暑
さ
寒
さ
と
戦
い
な
が
ら
の
過
酷
な
調
査
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
採

取
し
た
拓
本
は
の
べ
四
〇
四
枚
に
達
し
た
。

　

長
年
風
雨
に
晒
さ
れ
た
墓
石
の
中
に
は
、
風
化
が
進
ん
だ
た
め
拓
本
を
採
取
し
て

も
刻
ま
れ
た
文
字
の
判
読
が
不
可
能
な
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
過

去
帳
や
系
図
な
ど
の
文
献
資
料
が
残
る
家
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
照
合
し
て
判
別

し
た
。
調
査
で
作
成
し
た
近
世
墓
石
の
リ
ス
ト
は
稿
末
に
掲
載
す
る
。

　
　

近
世
墓
石
の
形
状

　

近
世
の
墓
石
は
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
り
、
同
じ
形
状
の
墓
石
で
あ
っ

て
も
研
究
者
に
よ
っ
て
呼
称
が
異
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
龍
拈
寺
墓
地
の
近
世
墓

石
を
次
の
五
種
類
に
大
別
し
た
。

　
　

①
尖
頂
舟
形
・
円
頂
舟
形
（
九
基
）

　

背
面
を
丸
く
舟
底
状
に
整
形
し
た
墓
石
。頂
部
を
山
型
に
尖
ら
せ
た
も
の
が
八
基
、

頂
部
を
円
く
仕
上
げ
た
も
の
が
一
基
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
「
尖
頭
舟
形
」「
尖

頂
舟
形
」
や
「
板
碑
形
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
墓
石
は
、
正
面
上
部
に
半
円
形
の
意

匠
を
有
す
る
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
龍
拈
寺
の
墓
石
で
は
、
正

面
に
額
縁
を
有
す
る
場
合
が
多
い
も
の
の
、
上
部
に
半
円
形
の
意
匠
は
見
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
背
面
と
頂
部
の
形
状
か
ら
便
宜
的
に
こ
の
よ
う
に
分
類
し
て
お
く
。

【図】龍拈寺墓地の概略図



三
－ 58 －

　

今
回
調
査
し
た
中
で
最
古
の
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
墓
石
（
№
37
）
を
は
じ

め
、
紀
年
銘
が
古
い
も
の
が
多
い
。
十
八
世
紀
後
半
に
も
み
ら
れ
る
が
、
被
葬
者
が

幼
児
の
小
型
墓
石
の
み
と
な
っ
て
い
く
。

　
　

②
尖
頭
方
柱
・
尖
頭
方
形
（
八
基
）

　

時
代
が
下
る
と
、
舟
形
の
墓
石
に
変
わ
っ
て
、
四
面
に
文
字
を
刻
む
こ
と
が
可
能

な
方
柱
状
の
墓
石
が
主
流
と
な
っ
て
い
く
。
な
お
、
幅
と
奥
行
の
長
さ
が
ほ
ぼ
等
し

い
も
の
を
方
柱
、
幅
の
方
が
長
い
も
の
を
方
形
と
分
け
た
。

　

尖
頭
方
柱
・
尖
頭
方
形
と
は
、
墓
石
の
頭
部
が
四
角
錐
（
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）
状
に
な

っ
て
い
る
も
の
で
、
龍
拈
寺
墓
地
で
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
か
ら
延
享
元
年

（
一
七
四
四
）
の
短
期
間
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
吉
田
藩
主
が
本
庄
松
平

氏
で
あ
っ
た
時
代
に
合
致
す
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
姿
を
消
し
た
が
、
明
治
十
年
代

以
降
に
二
基
が
建
て
ら
れ
た
。

　
　

③
円
頂
方
柱
・
円
頂
方
形
・
円
頂
横
型
（
九
一
基
）

　

方
柱
状
の
墓
石
の
上
部
を
円
く
仕
上
げ
た
も
の
で
、「
櫛
形
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

方
形
・
方
柱
に
加
え
、
高
さ
よ
り
も
幅
が
長
い
横
型
が
一
基
（
№
140
）
あ
る
。

　

龍
拈
寺
墓
地
で
は
享
保
年
間
に
登
場
し
、
以
後
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
継
続
し
て

建
て
ら
れ
た
。
数
も
他
の
形
状
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
く
、
今
回
調
査
し
た
墓
石
の

六
割
以
上
を
占
め
る
。

　
　

④
平
頂
方
柱
・
平
頂
方
形
（
六
基
）

　

方
柱
状
の
墓
石
の
上
部
を
平
た
く
仕
上
げ
た
も
の
で
、「
箱
形
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

龍
拈
寺
墓
地
で
は
本
庄
松
平
家
中
の
墓
石
が
二
基
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
尖
頭

方
柱
・
尖
頭
方
形
と
同
様
に
姿
を
消
し
た
が
、
明
治
二
十
年
代
以
降
に
四
基
が
建
て

ら
れ
た
。

　
　

⑤
笠
付
方
柱
・
笠
付
方
形
（
三
四
基
）

　

方
柱
状
の
墓
石
の
上
部
に
石
製
の
屋
根
（
笠
）
を
乗
せ
た
も
の
で
、「
笠
塔
婆
」

と
も
呼
ば
れ
る
。

　

龍
拈
寺
墓
地
で
は
③
と
同
様
に
享
保
年
間
に
登
場
し
、
以
後
明
治
時
代
に
至
る
ま

で
継
続
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
被
葬
者
は
家
老
な
ど
の
上
級
藩
士
家
の
者
が
大
部

分
で
あ
り
、
階
層
差
に
よ
る
墓
石
の
形
状
の
違
い
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
龍
拈
寺
墓
地
の
近
世
墓
石
に
は
時
代
に
よ
る
形
状
の
変
遷
が
み
ら

れ
た
。
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
は
①
が
主
流
で
あ

っ
た
が
、
十
八
世
紀
中
頃
の
本
庄
松
平
氏
時
代
に
は
②
〜
⑤
の
よ
う
に
様
々
な
形
状

が
登
場
し
た
。
次
の
大
河
内
松
平
氏
時
代
に
な
る
と
③
と
⑤
に
限
定
さ
れ
、
明
治
時

代
に
な
る
と
再
び
形
状
が
多
様
化
し
た
。

　

な
お
、
墓
石
本
体
（
棹
石
）
の
下
の
台
石
に
つ
い
て
は
、
原
状
か
ら
変
わ
っ
て
い

る
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
今
回
は
調
査
対
象
に
含
め
な
か
っ
た
。
ま
た
、

石
材
の
分
類
に
つ
い
て
は
筆
者
の
力
量
不
足
に
よ
り
断
念
し
た
。

　
　

被
葬
者
の
内
訳
と
所
属

　

次
に
、
龍
拈
寺
墓
地
の
近
世
墓
石
を
被
葬
者
別
に
分
類
す
る
。
近
世
を
通
じ
て
墓

制
は
個
人
墓
・
夫
婦
墓
か
ら
家
族
墓
へ
変
化
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
龍
拈
寺
墓
地
で

は
被
葬
者
の
ほ
と
ん
ど
が
武
士
（
吉
田
藩
士
）
で
あ
る
た
め
か
、
一
基
あ
た
り
の
被

葬
者
数
は
少
な
く
、
近
世
期
の
「
先
祖
代
々
」
の
家
族
墓
は
存
在
し
て
い
な
い
。

　

全
体
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
九
六
基
は
被
葬
者
が
一
人
の
個
人
墓
で
あ

る
。
そ
の
内
訳
は
、
各
家
の
当
主
が
二
九
基
、
当
主
の
妻
が
二
五
基
、
そ
れ
以
外
の

庶
子
な
ど
が
一
一
基
、
幼
児
が
三
一
基
で
あ
る
。
幼
児
の
墓
石
は
成
人
に
比
べ
て
小

型
の
も
の
が
多
い
。

　

夫
婦
墓
は
三
二
基
で
あ
る
。
№
109
は
被
葬
者
が
一
人
の
た
め
個
人
墓
（
当
主
）
に

分
類
し
た
が
、
戒
名
が
右
に
寄
せ
て
刻
ま
れ
て
お
り
、
左
側
に
妻
の
戒
名
を
刻
む
こ

と
を
想
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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夫
婦
以
外
で
二
人
以
上
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
は
一
八
基
あ
り
、
合
葬
墓

と
分
類
し
た
。
被
葬
者
は
親
子
や
複
数
の
幼
児
な
ど
で
、
死
亡
時
期
が
数
十
年
以
上

開
い
て
い
る
例
が
半
数
を
占
め
る
。
№
56
と
№
59
は
、
も
と
も
と
夫
婦
墓
で
あ
っ
た

所
へ
、
か
な
り
時
代
が
下
っ
て
か
ら
亡
く
な
っ
た
人
物
を
追
葬
し
て
い
る
。

　

被
葬
者
の
所
属
が
確
認
で
き
た
の
は
、
推
定
も
含
め
て
一
三
六
基
あ
り
、
う
ち

一
三
二
基
が
吉
田
藩
士
と
そ
の
家
族
で
あ
る
。

　

吉
田
藩
主
が
小
笠
原
氏
時
代
（
一
六
四
五
〜
九
七
）
の
墓
石
は
№
37
の
一
基
の
み

で
、
被
葬
者
の
竹
田
弥
平
が
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
京
都
の
二
条
城
で
亡
く
な

っ
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
当
時
の
藩
主
小
笠
原
長
重
は
京
都
所
司
代
で
あ
り
、

主
君
に
従
っ
て
上
京
中
に
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
笠
原
氏
の
在
封
期
間
を
考

え
れ
ば
他
に
も
埋
葬
さ
れ
た
藩
士
が
い
た
は
ず
だ
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

在
封
期
間
が
短
い
牧
野
氏
時
代
（
一
七
〇
五
〜
一
二
）
の
墓
石
は
、
№
25
と
№
31

の
二
基
の
み
で
あ
る
。

　

本
庄
松
平
氏
時
代
（
一
七
二
九
〜
四
九
）
の
墓
石
は
二
四
基
で
、
そ
の
内
幼
児

の
も
の
は
一
基
し
か
な
い
。
夫
婦
墓
で
あ
る
№
120
は
、
妻
の
没
年
が
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
で
あ
る
。
本
庄
松
平
氏
が
浜
松
藩
へ
転
封
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
が
、

夫
が
眠
る
吉
田
の
龍
拈
寺
へ
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
№
80
の
岡
部
（
賀
茂
）

政
長
は
、
足
助
へ
旅
行
し
た
紀
行
文
『
西
三
紀
行
』
を
著
し
た
人
物
。
国
学
者
の
賀

茂
真
淵
は
当
初
こ
の
政
長
の
婿
養
子
に
な
っ
て
い
た
。

　

大
河
内
松
平
氏
時
代
前
期
（
一
七
一
二
〜
二
九
）
の
墓
石
は
№
１
・
22
・
30
の
三

基
の
み
で
あ
る
。
大
河
内
松
平
氏
時
代
後
期
（
一
七
四
九
〜
）
の
墓
石
は
、
明
治
時

代
に
亡
く
な
っ
た
旧
藩
士
と
そ
の
家
族
も
含
め
て
一
〇
二
基
あ
っ
た
。

　

吉
田
藩
士
以
外
の
墓
石
は
わ
ず
か
四
基
で
あ
る
。
吉
田
で
亡
く
な
っ
た
旅
客
が
二

基
あ
り
、
№
28
は
桑
名
藩
士
（
松
平
下
総
守
家
中
）
片
岡
与
太
夫
の
父
、
№
108
は
吉

田
城
下
札
木
町
の
大
野
屋
で
亡
く
な
っ
た
武
蔵
金
沢
藩
の
領
民
で
あ
る
。
残
り
の
二

基
（
№
145
・
№
147
）
は
、
東
三
河
の
陰
陽
道
取
締
役
を
務
め
た
神
官
安
形
貴
林
と
そ

の
家
族
で
あ
る
。

　

大
河
内
松
平
家
中
の
諸
家

　

大
河
内
松
平
家
時
代
の
吉
田
藩
士
に
関
す
る
文
献
資
料
と
し
て
は
、
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
ま
で
の
各
家
の
当
主
を
簡
略
に
記
し
た
「
藩
臣
家
状
」、
役
職
ご
と
に

重
役
の
就
任
年
を
ま
と
め
た
「
従
古
代
役
人
以
上
寄
帳
」
や
各
種
分
限
帳
が
残
っ
て

い
る
が
、
家
ご
と
の
由
緒
書
や
系
図
を
ま
と
め
た
資
料
は
現
存
せ
ず
、
各
家
に
伝
わ

っ
た
資
料
が
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
墓
石
に
刻
ま
れ
た
文
字

か
ら
没
年
月
日
（
活
動
時
期
）
や
親
子
関
係
な
ど
の
情
報
が
得
ら
れ
れ
ば
、
文
献
資

料
の
欠
損
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
で
は
、
龍
拈
寺
墓
地
に
近
世
墓
石
が
比
較
的
多
く
残
っ
て
い
る
大
河
内
松
平

家
中
の
一
部
に
つ
い
て
、
墓
石
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
も
交
え
て
紹
介
す
る
。
な
お
、

安
田
家
に
つ
い
て
は
安
田
六
左
衛
門
研
究
会
が
調
査
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
た
め
、

本
稿
で
は
割
愛
す
る
。
（
４
）

（
１
）
西
村
家

　

前
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
、西
村
家
は
歴
代
当
主
が
家
老
を
務
め
た
本
家
の
ほ
か
、

治
太
夫
家
と
円
治
家
の
二
つ
の
分
家
が
あ
っ
た
。
（
５
）

家
紋
は
、
表
紋
が
本
家
は
九
曜
、

治
太
夫
家
は
二
重
輪
に
九
曜
、
円
治
家
は
丸
に
九
曜
、
替
紋
は
袋
。

　

本
家
の
近
世
墓
石
は
一
部
を
残
し
て
近
年
整
理
さ
れ
た
が
、
平
成
二
八
年
に
美
術

博
物
館
が
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
、
写
真
や
文
字
情
報
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る

（
調
査
者　

増
山
真
一
郎
・
鶴
田
知
大
）。
治
太
夫
家
の
近
世
墓
石
に
つ
い
て
も
、
一

部
が
戦
後
に
改
葬
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
近
世
墓
石
の
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
現
在

も
十
六
基
が
残
る
。

西
村
為
隆　

本
家
五
代
。
通
称
は
庄
次
郎
・
次
右
衛
門
、
初
名
は
襲
常
、
号
は
巴

陵
。
役
職
は
奏
者
番
・
用
人
・
中
老
・
家
老
な
ど
。
石
高
は
八
〇
〇
石
。
宝
暦

七
年
七
月
十
六
日
没
。
墓
石
は
滅
失
。
№
76
は
妻
（
六
代
為
忠
母
）、
№
71
は

娘
（
六
代
為
忠
妹
）
の
墓
石
。
母
と
兄
為
敬
の
墓
石
は
滅
失
。

西
村
為
忠　

本
家
六
代
。
通
称
は
恭
次
郎
・
次
右
衛
門
。
初
名
は
正
就
（
就
正
）。
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年
貢
割
付
状
の
印
影
か
ら
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
頃
に
為
忠
と
改
名
し
た

と
思
わ
れ
る
。
役
職
は
奏
者
番
・
用
人
・
家
老
な
ど
。
石
高
は
七
〇
〇
石
五
人

扶
持
。
文
化
二
年
六
月
十
五
日
没
。
№
44
は
為
忠
の
夫
婦
墓（
６
）。
嫡
男
造
酒
之
進

（
養
子
）
と
娘
の
墓
石
は
滅
失
。

西
村
為
徳　

本
家
七
代
。
吉
田
藩
士
松
井
主
馬
親
賢
の
次
男
で
為
忠
の
婿
養
子
。

通
称
は
弥
止
治
・
久
米
之
助
・
孫
次
右
衛
門
、
号
は
素
山
。
役
職
は
使
番
・
者

頭
・
中
老
・
家
老
な
ど
。
石
高
は
七
〇
〇
石
五
人
扶
持
。
嘉
永
六
年
七
月
十
二

日
没
。
墓
石
は
№
43
。
№
66
は
早
世
し
た
三
男
巳
三
郎
の
墓
石
。
妻
多
米
（
養

父
為
忠
娘
）
と
娘
富
の
墓
石
は
滅
失
。

西
村
為
周　

本
家
八
代
。
通
称
は
恭
次
郎
・
転
・
次
右
衛
門
、
号
は
峯
庵
。
役
職

は
使
番
・
用
人
・
中
老
・
年
寄
・
勝
手
掛
・
家
老
な
ど
。
石
高
は
七
〇
〇
石
五

人
扶
持
。
明
治
七
年
九
月
八
日
没
。
墓
石
（
夫
婦
墓
）
は
滅
失
。

浅
井
為
政　

治
太
夫
家
初
代
。
本
家
五
代
為
隆
の
弟
。
通
称
は
孫
次
郎
・
治
左
衛

門
。
役
職
は
使
番
・
者
頭
・
用
人
・
小
姓
頭
な
ど
。
石
高
は
二
〇
〇
石
。
安
永

五
年
十
月
二
十
九
日
没
。
墓
石
は
改
葬
。
№
89
は
早
世
し
た
男
子
と
女
子
の
墓

石
で
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
孫
の
為
則
が
建
立
し
た
。

西
村
為
迪　

治
太
夫
家
二
代
。
通
称
は
献
吉
・
治
太
夫
。
役
職
は
使
番
・
者
頭
・

奏
者
番
・
広
間
頭
取
な
ど
。
石
高
は
一
五
〇
石
。
享
和
二
年
五
月
二
十
八
日
没
。

№
82
は
為
迪
の
夫
婦
墓
。
№
83
は
病
身
に
よ
り
廃
嫡
し
た
長
男
為
知
の
墓
石
。

西
村
為
則　

治
太
夫
家
三
代
。
通
称
は
安
次
郎
・
常
之
進
・
治
左
衛
門
・
治
太
夫
。

号
は
要
山
。
役
職
は
新
居
者
頭
・
新
居
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
勝
手
掛
・
普
請

奉
行
・
用
人
・
小
姓
頭
な
ど
。
石
高
は
一
九
〇
石
。
文
久
三
年
八
月
十
三
日
没
。

墓
石
は
改
葬
。

西
村
為
貞　

治
太
夫
家
四
代
。
通
称
は
孫
次
郎
・
治
太
夫
、
維
新
後
に
治
人
。
役

職
は
町
郡
奉
行
・
奥
年
寄
な
ど
。
石
高
は
二
二
〇
石
。
明
治
十
年
七
月
没
。
墓

石
は
改
葬
。

西
村
為
貴　

治
太
夫
家
五
代
。
掛
川
藩
士
甲
賀
孫
太
夫
秀
孝
の
三
男
で
、
為
貞
の

婿
養
子
。
通
称
は
左
門
。
役
職
は
中
小
姓
・
近
習
な
ど
。
石
高
は
二
二
〇
石
。

明
治
五
年
十
一
月
二
十
二
日
没
。
№
88
は
為
貴
の
夫
婦
墓
。
№
87
は
長
女
芳
、

№
84
は
家
督
を
継
い
だ
長
男
貫
一
郎
、
№
86
は
早
世
し
た
次
男
の
墓
石
。

西
村
敏
為　

円
治
家
初
代
。
治
太
夫
家
初
代
浅
井
為
政
の
次
男
。
通
称
は
円
治
・

伴
右
衛
門
。
役
職
は
馬
廻
・
小
名
木
沢
役
な
ど
。
石
高
は
五
〇
石
。
文
政
末
か

ら
天
保
初
年
頃
に
江
戸
で
没
し
た
と
思
わ
れ
る
。
№
73
は
妻
の
墓
石
。

西
村
為
憲　

円
治
家
二
代
。
通
称
は
円
治
。
役
職
は
中
小
姓
・
馬
廻
な
ど
。
石
高

は
五
〇
石
。
文
久
三
年
一
月
二
日
没
。
№
93
は
為
憲
の
夫
婦
墓
。
№
102
は
よ
ね

と
勝
三
の
墓
石
で
、
為
憲
の
長
男
為
泰
が
建
立
し
た
。
よ
ね
は
没
年
か
ら
為
憲

の
娘
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
深
井
家

　

大
河
内
松
平
家
初
代
松
平
信
綱
の
母
の
実
家
で
あ
る
深
井
家
は
、
関
東
の
戦
国
武

将
長
尾
景
春
の
子
孫
で
あ
る
。
信
綱
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
深
井
藤
右
衛
門
吉
成
は
信

綱
に
仕
え
、
家
老
を
務
め
た
。
以
降
の
当
主
も
家
老
な
ど
の
重
役
を
務
め
た
。
家
紋

は
左
二
つ
巴
下
に
一
文
字
。
近
世
墓
石
は
七
基
が
現
存
す
る
。

深
井
久
敬　

三
代
。
通
称
は　

之
助
・
藤
太
夫
・
藤
右
衛
門
。
役
職
は
使
番
・
者

頭
・
奏
者
番
・
小
姓
頭
・
家
老
な
ど
。
石
高
は
六
五
〇
石
。
宝
暦
三
年
十
一
月

二
十
六
日
没
。
墓
石
は
№
75
。

深
井
安
敬　

四
代
。
通
称
は
三
之
助
・
藤
太
夫
、
号
は
美
清
。
役
職
は
使
番
・
奏

者
番
・
用
人
・
中
老
・
城
代
な
ど
。
石
高
は
六
五
〇
石
。
享
和
三
年
三
月
十
七

日
没
。
№
41
は
長
女
の
墓
石
。
№
117
は
吉
田
藩
士
柳
本
藤
九
郎
篤
敬
に
嫁
い
だ

四
女
の
墓
石
。
柳
本
家
の
菩
提
寺
は
賢
養
院
だ
が
、
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め

か
実
家
の
菩
提
寺
へ
葬
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
安
敬
の
五
女
が
柳
本
篤
敬
の
後
妻

に
な
っ
て
い
る
。

深
井
資
貞　

五
代
。
吉
田
藩
士
安
田
六
左
衛
門
勝
理
の
次
男
で
安
敬
の
婿
養
子
。

母
は
久
敬
の
娘
。
通
称
は
園
治
・
藤
兵
衛
・
藤
右
衛
門
。
役
職
は
公
用
人
・
中

老
な
ど
。
石
高
は
六
五
〇
石
。
寛
政
九
年
九
月
二
十
六
日
没
。
№
118
は
資
貞
の

夫
婦
墓
。
№
114
は
娘
の
墓
石
。
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深
井
資
敬　

六
代
。
通
称
は
弥
十
郎
・
藤
右
衛
門
、
号
は
楽
斎
。
役
職
は
使
番
・

者
頭
・
奏
者
番
・
用
人
・
家
老
な
ど
。
石
高
は
六
五
〇
石
。
天
保
十
四
年
六
月

廿
日
没
。
№
40
は
先
妻
の
墓
石
。

深
井
資
貴　

七
代
。
通
称
は
悌
三
郎
・
静
馬
、
初
名
は
資
生
、
維
新
後
に
諫
雄
、

号
は
雅
鴻
・
清
華
。
役
職
は
中
老
之
通
・
年
寄
・
家
老
な
ど
。
石
高
は
七
〇
〇

石
。
写
真
家
・
画
家
と
し
て
も
名
が
知
ら
れ
る
。
明
治
二
十
一
年
九
月
二
十
三

日
没
。
墓
石
は
№
116
。

（
３
）
松
井
家

　

松
井
家
は
松
平
信
綱
が
大
名
に
列
し
た
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
か
ら
大
河
内
松

平
家
に
仕
え
る
古
参
の
重
臣
で
、
松
井
親
房
に
始
ま
る
治
部
左
衛
門
家
と
、
親
房
の

弟
興
治
に
始
ま
る
五
郎
右
衛
門
家
の
二
家
が
あ
っ
た
。
家
紋
は
丸
に
三
つ
葉
松
笠
。

石
高
・
役
職
と
も
に
五
郎
右
衛
門
家
の
方
が
上
位
で
あ
っ
た
。
近
世
墓
石
は
九
基
現

存
す
る
が
、
治
部
左
衛
門
家
は
№
２
の
一
基
の
み
で
、
残
り
八
基
は
五
郎
右
衛
門
家

で
あ
る
。

松
井
興
和　

五
郎
右
衛
門
家
三
代
。
通
称
は
源
太
郎
・
五
郎
太
夫
。
役
職
は
奏
者

番
な
ど
。
石
高
は
七
〇
〇
石
。
浜
松
で
没
す
る
。
№
22
は
母
の
墓
石
。

松
井
興
孝　

五
郎
右
衛
門
家
四
代
。
吉
田
藩
士
石
川
作
右
衛
門
景
長
の
四
男
で
興

和
の
養
子
。
初
名
は
石
川
権
之
進
景
雄
。
通
称
は
友
之
進
・
郷
左
衛
門
。
役
職

は
者
頭
・
用
人
・
旗
奉
行
な
ど
。
石
高
は
五
〇
〇
石
。
寛
政
四
年
十
二
月
十
一

日
没
。
№
42
は
興
孝
の
夫
婦
墓
。
正
面
を
除
く
三
面
に
墓
碑
銘
が
刻
ま
れ
て
い

る
が
、
風
化
が
進
ん
で
い
る
。
№
152
は
家
督
相
続
前
に
四
五
歳
で
亡
く
な
っ
た

嫡
男
興
行
の
夫
婦
墓
。
こ
ち
ら
も
正
面
を
除
く
三
面
に
墓
碑
銘
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
（
７
）

松
井
興
忠　

五
郎
右
衛
門
家
五
代
。興
行
の
次
男
。通
称
は
八
太
夫
・
五
郎
右
衛
門
。

役
職
は
使
番
・
者
頭
・
奏
者
番
・
用
人
・
中
老
・
家
老
な
ど
。
石
高
は
五
〇
〇

石
。
天
保
十
年
四
月
二
十
四
日
没
。
№
151
は
興
忠
の
夫
婦
墓
。

松
井
興
悳　

五
郎
右
衛
門
家
六
代
。
吉
田
藩
士
石
川
作
右
衛
門
景
興
の
次
男
で
興

忠
の
養
子
。
初
名
は
石
川
友
之
進
景
福
・
松
井
興
徳
。
通
称
は
岩
之
助
・
岩
之

進
・
五
郎
右
衛
門
。
役
職
は
使
番
・
奏
者
番
・
用
人
・
小
姓
頭
・
中
老
・
家
老

な
ど
。
石
高
は
五
五
〇
石
。
嘉
永
七
年
閏
七
月
六
日
没
。
№
148
は
興
悳
の
夫
婦

墓
で
、左
面
と
背
面
に
墓
碑
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
（
８
）

№
23
は
長
男
小
次
郎
興
善
、

№
４
は
三
男
恭
之
助
の
墓
石
。

松
井
興
譲　

五
郎
右
衛
門
家
七
代
。
興
悳
の
次
男
。
通
称
は
良
之
助
・
隆
之
助
・

郷
左
衛
門
、
維
新
後
に
譲
。
役
職
は
者
頭
・
用
人
並
・
中
老
之
通
な
ど
。
石
高

は
五
五
〇
石
。
維
新
後
は
渥
美
郡
長
を
長
く
務
め
た
。
明
治
四
十
四
年
十
一
月

八
日
没
。
№
149
は
興
譲
の
夫
婦
墓
。

（
４
）
遊
佐
家

　

吉
田
藩
士
の
遊
佐
家
は
、
遊
佐
重
成
に
始
ま
る
源
姓
の
系
統
と
、
遊
佐
高
次
に
始

ま
る
平
姓
の
系
統
の
家
が
あ
っ
た
。
龍
拈
寺
を
檀
那
寺
と
す
る
の
は
後
者
で
あ
る
。

　

高
次
系
は
代
々
善
左
衛
門
・
平
馬
を
称
す
る
本
家
の
ほ
か
、
応
右
衛
門
家
・
弥
八

郎
家
の
二
つ
の
分
家
が
あ
っ
た
。
家
老
を
務
め
た
本
家
二
代
の
遊
佐
善
左
衛
門
高
重

は
藩
主
松
平
信
輝
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、
毎
日
二
人
き
り
で
部
屋
に
籠
っ
て
は
長
時

間
会
話
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
周
囲
か
ら
は
「
御
家
臣
の
様
に
は
見
え
ず
」
と
評
さ

れ
て
い
た
。
（
９
）

高
重
の
息
子
た
ち
も
重
用
さ
れ
、
兄
弟
三
人
が
同
時
に
家
老
を
務
め
る

と
い
う
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に
本
家
四
代
高
理
の

嫡
男
小
十
郎
が
脱
藩
し
て
以
降
は
一
時
の
勢
い
が
衰
え
、
家
老
が
出
る
こ
と
も
無
く

な
っ
た
。
家
紋
は
本
家
が
松
皮
菱
、
応
右
衛
門
家
が
五
瓜
に
松
皮
菱
。
近
世
墓
石
は

本
家
七
基
、
応
右
衛
門
家
六
基
、
弥
八
郎
家
一
基
の
十
四
基
が
残
る
。

遊
佐
高
理　

本
家
四
代
。
通
称
は
平
馬
、
号
は
翁
久
。
役
職
は
奏
者
番
並
・
用
人
・

小
姓
頭
・
家
老
席
な
ど
。
石
高
は
一
五
〇
〇
石
、
嫡
男
の
脱
藩
後
に
七
〇
〇
石

に
減
禄
。
安
永
四
年
八
月
二
十
六
日
没
。
№
５
は
高
理
の
夫
婦
墓
。

遊
佐
高
守　

本
家
五
代
。
応
右
衛
門
家
初
代
高
持
の
長
男
で
高
理
の
養
子
。
通
称

は
増
次
郎
・
善
左
衛
門
・
平
馬
、
初
名
は
高
世
・
高
基
。
役
職
は
者
頭
・
奏
者

番
・
用
人
・
小
姓
頭
・
城
代
な
ど
。
石
高
は
七
二
〇
石
。
文
化
十
三
年
十
月
七
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日
没
。
№
18
は
高
守
の
墓
石
で
、
正
面
に
は
松
皮
菱
と
三
蝶
円
内
十
六
葉
菊
の

紋
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
後
者
は
吉
田
藩
主
と
同
族
の
藩
士
大
河
内
家
の
家
紋
と

思
わ
れ
る
。
次
代
の
高
義
の
妻
は
大
河
内
家
出
身
だ
が
、
高
守
と
大
河
内
家
の

関
係
は
不
明
。
№
122
は
娘
の
墓
石
。

遊
佐
高
義　

本
家
六
代
。
通
称
は
久
米
之
助
・
善
右
衛
門
・
善
作
・
善
左
衛
門
・

平
馬
、
初
名
は
高
徳
。
役
職
は
使
番
・
者
頭
・
奏
者
番
・
旗
奉
行
な
ど
。
石
高

は
七
二
〇
石
。
天
保
九
年
九
月
二
十
四
日
没
。
№
21
は
高
義
の
夫
婦
墓
で
、
墓

石
正
面
に
刻
ま
れ
た
家
紋
は
松
皮
菱
の
み
。

遊
佐
高
英　

本
家
七
代
。
通
称
は
七
郎
・
善
左
衛
門
・
平
馬
、
初
名
は
高
堅
。
役

職
は
者
頭
・
奏
者
番
な
ど
。
石
高
は
七
二
〇
石
。
嘉
永
七
年
閏
七
月
二
十
二
日

没
。
№
17
は
高
英
の
夫
婦
墓
。
墓
石
正
面
に
は
、
遊
佐
家
の
家
紋
松
皮
菱
と
、

妻
の
実
家
で
あ
る
吉
田
藩
士
岩
上
家
の
家
紋
三
つ
巴
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
娘
多

寿
の
墓
石
は
№
19
で
、
高
英
の
孫
娘
と
合
葬
さ
れ
て
い
る
。

遊
佐
高
厚　

本
家
八
代
。
通
称
は
堅
之
丞
・
善
左
衛
門
。
役
職
は
者
頭
・
奏
者
番

な
ど
。
石
高
は
七
二
〇
石
。
慶
応
四
年
四
月
二
十
一
日
没
。
№
16
は
高
厚
の
夫

婦
墓
。
娘
三
千
代
の
墓
石
は
№
19
で
、
高
厚
の
姉
と
合
葬
さ
れ
て
い
る
。

遊
佐
高
持　

応
右
衛
門
家
初
代
。
本
家
四
代
祝
高
の
次
男
。
通
称
は
伝
之
助
・
東

馬
・
翁
右
衛
門
、
号
は
観
月
。
役
職
は
使
番
・
者
頭
・
鑓
奉
行
・
奏
者
番
・
用

人
な
ど
。
石
高
は
五
〇
〇
石
。
江
戸
で
没
し
た
た
め
龍
拈
寺
に
墓
石
は
な
い
。

遊
佐
高
鋪　

応
右
衛
門
家
二
代
。
本
家
五
代
高
守
の
実
弟
。
通
称
は
八
百
三
郎
・

東
馬
。
役
職
は
者
頭
・
奏
者
番
・
留
守
居
・
用
人
・
広
間
頭
取
な
ど
。
石
高
は

二
七
〇
石
。
文
政
三
年
八
月
八
日
没
。
№
６
は
高
鋪
の
夫
婦
墓
。
№
13
は
吉
田

藩
士
石
原
津
右
衛
門
に
嫁
い
だ
高
鋪
の
姉
の
墓
石
で
、
次
代
の
高
秀
（
高
幹
）

が
建
て
た
。

遊
佐
高
幹　

応
右
衛
門
家
三
代
。
吉
田
藩
士
三
浦
将
左
衛
門
備
武
の
三
男
で
高
鋪

の
養
子
。
通
称
は
孫
之
進
・
叔
蔵
・
東
馬
・
応
右
衛
門
、
初
名
は
高
秀
。
役
職

は
使
番
・
者
頭
・
奏
者
番
・
用
人
な
ど
。
石
高
は
一
九
〇
石
。
安
政
三
年
二
月

十
七
日
没
。
№
10
は
高
幹
の
夫
婦
墓
。
№
11
は
高
幹
の
先
妻
で
あ
る
岡
崎
藩
士

大
谷
三
兵
衛
政　

の
娘
と
そ
の
子
増
吉
の
親
子
墓
。
産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
、

母
子
と
も
に
助
か
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
№
12
は
高
幹
の
子
誠
之
進
の
墓

石
。
№
８
は
高
幹
の
四
男
蓮
之
助
の
墓
石
で
、高
幹
の
孫
と
合
葬
さ
れ
て
い
る
。

遊
佐
千
万
喜　

本
家
四
代
高
理
の
三
男
高
行
か
ら
始
ま
る
弥
八
郎
家
の
四
代
目
。

通
称
は
弥
七
郎
・
昌
之
助
、
維
新
後
に
千
万
喜
。
役
職
は
馬
廻
な
ど
。
石
高
は

六
〇
石
。
明
治
三
十
八
年
十
一
月
五
日
没
。
№
27
は
千
万
喜
の
夫
婦
墓
。

（
５
）
酒
井
家

　

小
田
原
北
条
氏
に
仕
え
て
い
た
酒
井
綱
重
は
、
小
田
原
落
城
後
に
松
平
定
勝
の
家

老
と
な
り
、
子
孫
は
代
々
松
平
越
中
守
家
（
桑
名
藩
主
な
ど
）
の
家
老
を
務
め
た
。

綱
重
の
長
子
綱
直
は
大
坂
落
城
後
に
大
坂
ま
で
見
物
に
出
か
け
、
落
ち
武
者
三
人
を

切
り
殺
し
て
出
奔
し
た
。
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）、
綱
直
は
甲
州
流
軍
学
者
の
小

幡
景
憲
を
介
し
て
松
平
信
綱
へ
仕
官
し
、
島
原
・
天
草
一
揆
に
も
従
軍
し
た
。）
10
（

吉
田

藩
士
の
酒
井
家
は
代
々
三
十
郎
・
角
左
衛
門
を
称
し
た
。
家
紋
は
丸
に
剣
片
喰
。
近

世
墓
石
は
十
基
が
残
る
。

酒
井
辰
直　

五
代
。
通
称
は
官
兵
衛
・
三
十
郎
、
初
名
は
綱
豊
。
役
職
は
使
番
・

者
頭
・
町
郡
奉
行
・
用
人
な
ど
。
石
高
は
一
五
〇
石
。
天
明
七
年
六
月
十
五
日

没
。
№
69
は
辰
直
の
夫
婦
墓
。
№
36
は
母
の
墓
石
。
№
14
は
次
男
柳
本
辰
義
お

よ
び
三
男
三
九
郎
と
そ
の
妻
の
合
葬
墓
。

酒
井
直な
お
え方　

六
代
。
通
称
は
直
之
進
・
角
左
衛
門
。
役
職
は
使
番
・
者
頭
・
町
郡

奉
行
・
勝
手
掛
な
ど
。
石
高
は
一
五
〇
石
。
文
政
七
年
五
月
六
日
没
。
№
15
は

三
人
の
合
葬
墓
だ
が
、
そ
の
内
二
人
は
直
方
と
そ
の
妻
。

酒
井
直
光　

七
代
。
掛
川
藩
士
北
脇
主
馬
の
五
男
で
直
方
の
養
子
。）
11
（

通
称
は
栄

吉
郎
・
角
左
衛
門
。
役
職
は
使
番
・
者
頭
な
ど
。
石
高
は
一
五
〇
石
。
安
政
二

年
七
月
二
十
三
日
没
。
№
７
は
直
光
の
夫
婦
墓
。
№
38
は
長
女
、
№
70
は
長
男

角
之
進
、
№
39
は
娘
高
の
墓
石
。

酒
井
直
重　

八
代
。
直
光
の
次
男
。
通
称
は
直
之
進
・
伝
次
郎
。
役
職
は
近
習
・

馬
廻
な
ど
。
石
高
は
一
五
〇
石
。
明
治
四
年
九
月
十
七
日
没
。
墓
石
は
№
32
。
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家
督
は
養
子
の
鋼
三
郎
政
韶
が
継
い
だ
。
№
９
は
政
韶
の
長
男
作
馬
の
墓
石
。

（
６
）
横
浜
家

　

横
浜
家
は
、
豊
臣
秀
長
に
仕
え
た
横
浜
一
庵
（
民
部
卿
法
印
）
の
一
族
と
さ
れ
、

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
初
代
正
勝
が
松
平
信
綱
へ
仕
官
し
た
。
代
々
十
郎
右
衛

門
・
競
を
称
し
た
。
三
代
正
景
は
弓
術
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
、
日
置
流
雪
荷
派
の

師
範
と
し
て
多
く
の
門
人
を
育
成
し
た
。
正
景
以
降
の
歴
代
当
主
も
雪
荷
派
の
師
範

を
受
け
継
い
だ
。
家
紋
は
丸
に
四
つ
石
。
近
世
墓
石
は
七
基
が
残
る
。

横
浜
正
景　

三
代
。
吉
田
藩
士
深
井
藤
太
夫
良
谷
の
次
男
で
二
代
正
貞
の
養
子
。

通
称
は
競
、
号
は
有
慶
。
役
職
は
使
番
・
者
頭
・
鑓
奉
行
・
奏
者
番
・
旗
奉
行

な
ど
。
石
高
は
一
五
〇
石
。
明
和
二
年
五
月
八
日
没
。
墓
所
は
高
崎
城
下
の
善

念
寺
で
、
野
火
止
平
林
寺
に
石
碑
が
あ
る
。
№
１
は
次
男
辰
之
助
の
墓
石
。

横
浜
正
義　

四
代
。
正
景
の
四
男
。
通
称
は
与
市
・
競
、
初
名
は
正
将
・
正
相
。

役
職
は
使
番
・
者
頭
・
奏
者
番
な
ど
。
石
高
は
一
五
〇
石
。
天
明
三
年
十
二
月

二
十
一
日
没
。
墓
所
は
野
火
止
平
林
寺
。
№
29
は
後
妻
の
墓
石
。

横
浜
正
順　

五
代
。
正
義
の
甥
で
養
子
。
通
称
は
幸
吉
・
与
市
・
競
。
役
職
は
使

番
・
者
頭
な
ど
。
石
高
は
一
五
〇
石
。
寛
政
二
年
六
月
二
日
没
。
墓
所
は
野
火

止
平
林
寺
。

横
浜
正
徳　

六
代
。
吉
田
藩
士
斎
藤
市
左
衛
門
高
義
の
次
男
で
正
順
の
養
子
。
通

称
は
伝
之
進
、
初
名
は
正
往
。
役
職
は
近
習
・
馬
廻
。
横
浜
家
は
も
と
も
と
定

府
藩
士
で
あ
っ
た
が
、
正
徳
が
病
身
の
た
め
小
普
請
入
り
し
、
以
降
は
吉
田
勝

手
と
な
っ
た
。
文
化
十
四
年
八
月
十
四
日
没
。
墓
石
は
№
53
。

横
浜
正
朝　

七
代
。
吉
田
藩
士
加
藤
又
左
衛
門
尚
之
の
次
男
で
正
徳
の
養
子
。
通

称
は
栄
吉
・
十
郎
右
衛
門
・
競
、
初
名
は
正
富
。
役
職
は
使
番
・
目
付
・
者
頭
・

新
居
者
頭
な
ど
。
石
高
は
一
三
〇
石
。
文
久
元
年
六
月
二
十
日
没
。
№
95
は
正

朝
の
夫
婦
墓
。
№
94
は
五
女
、
№
100
は
六
女
、
№
98
は
七
女
の
墓
石
。

　

正
朝
の
後
は
有
仲
正
路
（
正
誠
）
が
継
い
だ
が
、
安
政
三
年
八
月
に
蟄
居
を
命
じ

ら
れ
て
弟
高
次
郎
正
形
が
継
い
だ
。）
12
（

有
仲
は
維
新
後
も
弓
術
師
範
と
し
て
活
動
し
、

三
遠
各
地
の
門
人
を
訪
ね
て
ま
わ
り
、
明
治
四
十
一
年
に
額
田
町
南
大
須
（
現
岡
崎

市
）
に
お
い
て
八
十
二
歳
で
没
し
た
。）
13
（

　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
龍
拈
寺
墓
地
に
残
る
近
世
墓
石
の
悉
皆
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
現
存
す
る
近
世
墓
石
は
十
八
世
紀
以
降
の
吉
田
藩
士
の
も
の
が
殆
ど
で
あ
る

が
、
墓
石
の
形
状
の
変
遷
や
個
人
墓
・
夫
婦
墓
が
多
い
と
い
う
埋
葬
者
の
傾
向
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
墓
石
に
刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
は
、
吉
田
藩
士
に
つ
い
て

文
献
資
料
の
欠
損
を
補
う
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
は
、
武
士
以
外
も
含
め
て
豊
橋
市
内
に
残
る
他
の
近
世
墓
石
に
つ
い
て
随
時

調
査
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
大
河
内
松
平
家
中
の
墓
石
は
野
火
止
平
林
寺
を
は
じ
め

江
戸
・
川
越
・
古
河
・
浜
松
な
ど
に
点
在
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
ら
の
所
在
確

認
や
調
査
も
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、
大
正
時
代
ま
で
川
越
の
蓮
馨
寺
に
あ
っ
た
大

河
内
松
平
家
中
の
加
藤
又
左
衛
門
上
頼
（
元
禄
五
年
没
）
の
墓
石
（
夫
婦
墓
）
は
、

近
年
鶴
見
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
、
大
学
敷
地
内
で
保
存
管
理
さ
れ
て
い
る
。）
14
（

　

末
尾
な
が
ら
、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
墓
地
内
で
の
調
査
を
ご
許
可
い
た
だ
い

た
龍
拈
寺
様
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
安
田
六
左
衛
門
研
究
会
・
桑
名
市
博

物
館
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
豊
橋
市
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

　
　
　

註

（
１
）
近
年
刊
行
さ
れ
た
近
世
墓
石
に
関
す
る
研
究
書
と
し
て
は
、
関
根
達
人
『
墓
石
が
語
る

江
戸
時
代
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）、
同
『
石
に
刻
ま
れ
た
江
戸
時
代
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）、
大
名
墓
研
究
会
編
『
近
世
大
名
墓
の
展
開
』（
雄
山
閣
、

二
〇
二
〇
年
）、
池
上
悟
『
近
世
墓
石
論
攷
』（
角
川
文
化
振
興
財
団
、
二
〇
二
一
年
）、

坂
詰
秀
一
監
修
・
松
原
典
明
編
集
『
墓
か
ら
み
た
近
世
社
会
』（
雄
山
閣
、二
〇
二
一
年
）

な
ど
が
あ
る
。
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（
２
）
豊
橋
市
図
書
館
『
豊
橋
市
図
書
館
所
蔵
拓
本
資
料
集
‐
豊
田
珍
比
古
氏
旧
蔵
資
料
‐
』

二
〇
一
七
年

（
３
）
前
掲
註
（
２
）
五
四
頁

（
４
）
安
田
六
左
衛
門
研
究
会
『
三
州
吉
田
藩
士
安
田
六
左
衛
門
と
安
田
家
』（
二
〇
二
一
年
）

一
八
一
〜
一
九
〇
頁

（
５
）
久
住
祐
一
郎
「
吉
田
藩
士
西
村
治
太
夫
家
文
書
に
つ
い
て
」（『
豊
橋
市
美
術
博
物
館
研

究
紀
要
』
二
十
一
号
、
二
〇
二
一
年
）

（
６
）
前
掲
註
（
２
）
二
二
頁
で
は
西
村
為
周
墓
と
し
て
い
る
が
、
西
村
為
忠
墓
の
誤
り
。

（
７
）
前
掲
註
（
２
）
五
六
頁

（
８
）
前
掲
註
（
２
）
五
五
頁

（
９
）
染
矢
清
剛
「
足
斎
漫
抄　

七
十
七
（
製
錦
集　

三
）」
豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵

（
10
）「
酒
井
家
譜
（
一
）」
桑
名
市
博
物
館
蔵

（
11
）
前
掲
註
（
10
）
に
よ
れ
ば
、
直
方
弟
三
八
（
三
九
郎
の
こ
と
か
）
の
忰
で
、
他
家
の
養

子
に
な
っ
て
い
た
が
離
縁
と
な
り
、
直
方
の
跡
目
を
継
い
だ
と
さ
れ
る
。

（
12
）
豊
橋
市
史
編
集
委
員
会
編
『
西
村
次
右
衛
門
日
記
（
補
遺
）・
三
浦
深
右
衛
門
日
記
』

（
一
九
九
四
年
）
四
八
四
頁

（
13
）
高
柳
静
雄
『
三
河
弓
術
風
土
記
下
』
二
〇
〇
四
年
、
一
三
九
頁

（
14
）
星
野
玲
子
「
鶴
見
大
学
文
化
財
学
科
所
蔵　

近
世
墓
石
の
科
学
的
調
査
」（『
鶴
見
大
学

紀
要
』
第
五
十
四
号
第
四
部
、
二
〇
一
七
年
）
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